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論文内容の要旨
金一クロム不規則合金は磁性の研究対象としてよくとりあげられている 3d-遷移金属を不純物とし
た貴金属合金の一種である。帯磁率その他の実験結果は、他の貴金属合金と同様に Ruderrnan-Kittelｭ
Kasuya-Yosida (RKKY) 理論で説明されていた。ところが中性子回折の予備実験によれば、金一ク
ロム合金は磁気モーメントが規則正しく反強磁性配列をすることが見い出された。この様な磁気モー
メントの長距離秩序は、この種の貴金属合金では今迄見い出されていなかった。長距離秩序を持つこ
とは磁気トルクの実験の対象として好都合で、あり、他の貴金属合金には実験手段として利用できなか
った中性子回折の方法が使用可能となる。又、他の貴金属合金とは異なった磁性の機構が作用してい
ることも考えられるので、この実験を行ない、 RKKY理論で説明できるかどうかを確かめた。
中性子回折の磁気プラッグ反射の測定及びトルクによる磁気異方性の測定より、磁気モーメントの
長距離秩序が存在するのはクロムの濃度が臨界濃度(約15at. %)以上の合金に於いてであり、それ以
下の濃度の合金では他の貴金属合金と同様に短距離秩序しか存在しないことがわかった。臨界濃度以
上の合金の反強磁性構造も決定した。
次に長距離秩序を持つ合金の磁気形状因子を中性子回折によって測定した。磁気形状因子の解析か
ら、この合金は磁性に寄与するのはクロム原子に局在した 3d-電子のスピンによる磁気モーメントと
それによって s-d 相互作用で誘起された伝導電子の磁気偏極であることがわかった。更にRKKY理論
で s-d相互作用のパラメータを定数でなく波数ベクトル依存性を入れたパラメータ Jsd(K) を考える
ことによって、実測の磁気形状因子がよりよく説明されることがわかった。
磁気モーメント聞の相互作用の有効ポテンシャルを調べる為に、臨界濃度近傍の組成を持った合金
の中性子散慢散乱(臨界散乱)の異方性を測定した。この異方性はハイゼンベルク型の隣接相互作用
では説明できない。伝導電子の帯構造を正しく入れたRKKY相互作用によって説明できた o ' 
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以上によって、通常のRKKY理論を少し改良すると此等の実験事実はよく説明できることがわかっ
た。従って金ークロム合金でもRKKY相互作用が本質的で、あることがわかった。
論文の審査結果の要旨
AuCr は不規則な原子配置をもっ合金で、あるが、 Cr濃度が15%をこすと反強磁性的規則性を示す。
本論文ではこの合金系を広い濃度範囲に亘って、主として中性子線の回折を利用して研究した結果を
示してしミる。主な結論は次の通りである。
(1) Crの原子濃度が15%をこえる AuCr 合金では長範囲の反強磁性構造が形成され、それに伴って
中性子の磁気的干渉散乱が観測される。これより得られた磁気的な原子形状因子は Cr に局在した3d
不対電子の分布のみでは説明できず、トd 相互作用によってRKKY理論で予想されるような偏極をし
た伝導電子をも考慮すべきことが示された。又、この伝導電子の偏極は運動量空間内で振動している
ことが示された。このような伝導電子の偏極は単に AuCr 系のみでなく、より一般的な現象であるこ
とが期待されるが、本研究におくれて他の研究者によって CuNi 系でも同じような伝導電子の波を打
った偏極が観測されている。
(2) Cr濃度が11~12%の近傍では磁気的干渉散乱が散慢になり、短範囲の反磁性規則構造が存在す
ることが確認された。この散慢散乱は運動量空間内で異方性を示し、これから異方的な磁気的相互作
用の大きさを定めることができた。この異方性は反強磁性の形成が s-d相互作用を通じて、 s 電子の
偏極に関係すると考え、 Au の s 電子の Fermi 面をこの合金に仮定することによって説明することが
できた。
温度を変化させることによって磁気的手刻字形成の臨界状態を作り、ごこでの中性子散慢散乱を測定
することによって相互作用を求めることは、すでに多くの研究で試みられているが、濃度を変えるこ
とによって臨界状態を作り、これから相互作用を定めたのは本研究が始めてであり、又、得られた結
果もユニークなものである。
以上、中井君の研究は、金属合金の磁性について、新らしい理解の手段を提供したものと認め、理
学博士の学位論文として十分の価値があるものと認める。
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